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ほら、まわったよ！

ビュンビュン

竹ゴマをまわそう



広報さつま３ ２広報さつま

　

平
成
27
年
度
は
、
さ
つ
ま
町

に
と
り
ま
し
て
、
10
周
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

10
年
を
基
礎
と
し
、
更
に
未
来

へ
明
る
く
元
気
に
伸
び
行
く
町

と
し
て
大
き
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
た
め
、
町
政
全
般
に
わ

た
り
一
層
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
の
拠
点
施
設
で
あ

る
新
庁
舎
に
お
い
て
は
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
、
な
お

一
層
努
力
を
傾
注
す
る
と
と
も

に
、
10
周
年
の
記
念
事
業
、
日

展
鹿
児
島
会
、
国
民
文
化
祭
な

ど
多
く
の
記
念
事
業
を
成
功
に

結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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と
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に
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年
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記
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日

展
鹿
児
島
会
、
国
民
文
化
祭
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ど
多
く
の
記
念
事
業
を
成
功
に

結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

町
民
生
活
の
維
持
向
上
及
び

福
祉
の
増
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
少
子
・
高
齢
化
を
は
じ
め

人
口
減
少
等
の
要
因
に
対
応
し

た
振
興
策
の
実
施
、
ま
た
、
学

校
再
編
に
関
係
す
る
地
域
に
は

関
係
事
業
等
に
つ
い
て
財
政
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の

付
番
通
知
が
平
成
27
年
10
月
以

降
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
部
署
に
お
け
る

連
携
を
十
分
に
行
い
ス
ム
ー
ス

な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

国
は
、
現
在
の
少
子
高
齢
化

と
総
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
策

と
し
て
、
東
京
一
極
集
中
の
是

正
と
人
口
減
少
へ
の
歯
止
め
を

図
り
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
地
方
へ
も
国
に

同
調
し
て
戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定

を
義
務
づ
け
て
お
り
ま
す
。
こ

の
「
地
方
創
生
」
は
、
そ
れ
ぞ
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○「中山間地域等直接支払制度」への継続支援
○「経営所得安定対策」制度の活用促進
○加工施設を活用した売れる商品づくりの支援（梅など）
○農産加工セミナーの継続、ＪＡ北さつまと連携した「薩摩
のさつま」ブランド確立

○防霜ファン等による生産安定対策や茶製造部門の省力化機
器導入等支援

○優良雌牛の保留導入、肥育素牛導入促進、簡易畜舎整備促
進等による増頭対策、「さつま牛」ブランド確立

○国・県事業を活用した鳥獣被害対策
○農業後継者や集落営農組織等の担い手の育成と確保
○認定農業者等へ農業経営の改善、機械等の購入支援
○「人・農地プラン」の見直し推進、県及びＪＡ等関係機関
と連携した支援

○認定新規就農者の確保、農地中間管理事業や農用地利用集
積円滑化事業を活用し、農地集積を推進

○農業基盤整備（県営で中山間地域総合整備事業ほか５事業
で７地区、団体営では農山漁村活性化プロジェクト交付金

事業で２地区を実施）
○「多面的機能支払交付金」への取り組み支援
○パルプ用竹材買取り単価助成の増額（９円70銭→10円／㎏）
○「さつまたけのこ」の生産拡大、竹の産地づくり
○プレミアム20％商品券を２回発行
○商工業者へ設備及び運転資金に係る利子補給助成金交付
○「消費生活相談員」の継続設置、消費者啓発・教育及び相
談窓口の強化と充実

○観光ボランティアガイドの充実、我が町さつま町を知るツ
アーの継続

○屋形船の運航計画など、川内川の観光資源開発
○地元食材を活用した新商品開発と販路開拓
○企業の新規誘致や工場増設等のトップセールス
○分譲住宅団地販売の助成ＰＲ、セールス
○「周辺地域等移住定住促進補助金」制度の更なる周知
○若者定住促進住宅の建設や都会の田園回帰傾向の人々へ必
要な情報提供

○町内における均衡ある定住化の推進

○９月からの土曜授業の実施や教職員研修の充実
○「たくましく志の高い児童生徒」の育成
○「学校応援団」の活用や「さつま学」等の推進
○幼稚園、保育園、全小学校のフッ化物洗口や予防接種等の

補助拡大
○学校施設の安全対策並びに教育環境の整備
○学校規模の適正化
○「安心」「安全」な給食を提供、地元産食材の活用

○第２次総合振興計画策定に向けた作業を推進
○マイナンバー法の施行に伴う、関係例規の整備並びにシス

テム等の改修
○事務事業評価機能ため「Plan・Do・Check・Action」のマネ

ジメント・サイクルの運用

○第３次行政改革大綱及び職員の定員管理計画の推進
○職員の資質向上のため、自主研修の拡充
○公共施設等総合管理計画の策定とその推進
○公共交通対策の路線見直しの検討及び利用促進

○健康さつまポイント事業の当選賞品増
○65歳以上の町民へ、インフルエンザワクチン予防接種の公

費助成額の増額
○肺炎球菌の助成継続
○県や鹿児島大学病院と連携した医師確保
○「地域見守りネットワーク支援事業」や、町内事業所等の

協力による「高齢者等見守り活動事業」の推進
○福祉部の設置推進等、地域で高齢者を支える体制づくりの

拡充

○放課後児童クラブの施設拡充
○療育の拡充、障害児学童保育の環境整備
○第１子に係る保育料を10％・第２子50％軽減、第３子無料
○障害福祉サービス及び地域生活支援事業等の充実
○障がい者への「理解促進研修啓発事業」や「成年後見制度

利用支援事業」「手話奉仕員養成事業」の継続
○障がい者への虐待の未然防止や早期発見、迅速な対応を図

るため、相談窓口の強化
○人権啓発に積極的に努め、差別のない明るいまちづくりの実現

○ごみ分別の手引き「ゴミック誌」を全世帯に配布
○リサイクル資源の回収強化、ゴミの減量化、不法投棄防止の強化
○生活環境の保全推進

○環境センター及びクリーンセンターの施設の延命化を図る
ため、メンテナンス及び予防保全の徹底

○地域高規格道路「北薩横断道路」の早期整備要望
○北薩広域公園の「テーマゾーン」「歴史ゾーン」の整備促進
○「宮之城屋地・虎居地区かわまちづくり推進協議会」と連

携し、川を活かした新たな観光資源整備
○住宅リフォーム支援事業補助の継続
○空き家のリフォーム支援補助（定住対策）

○住宅用火災警報器の維持管理及び設置促進
○救急車の適正利用の啓発、応急手当の普及推進
○公民会無線放送施設の補助金拡充
○一般防災・原子力防災など総合的な「防災マップ」を全世

帯に配布
○盈進小学校を中心とした通学安全対策「ゾーン30」の整備

日 髙 政 勝
さつま町長

○ふるさと体験塾等を通じた青少年の健全育成
○「さつま読書のすすめ」等の活用
○吹奏楽フェスタや美術展の開催
○「日展鹿児島会さつま展」の開催
○国民文化祭かごしま2015の開催
○指定文化財などの適切な保存活用
○第75回国民体育大会に向けて競技団体との協議
○町民体育祭の開催と健康・体力づくり

平
成
27
年
度
施
政
方
針

　

３
月
定
例
議
会
で
日
髙
町
長
は
、

「
平
成
27
年
度
施
政
方
針
」
を
述

べ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
概
要
を

一
部
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
文
は
本
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■具体的な計画

（一部抜粋）
６つの重点施策

平成27年度
施政方針の概要

①豊かな地域資源を核とした活力あふれる産業のまち

③教育と文化の薫る生涯学習推進のまち

⑤人々の生活視点から創る環境美化のまち

②思いやりと温かさが育む地域福祉創造のまち

④自然と調和した便利で快適なまち

⑥住民と行政が協働するまち

こ
れ
ま
で
の
10
年
を
基
礎
と
し
、

更
に
未
来
へ
明
る
く

元
気
に
伸
び
行
く
町
と
し
て

大
き
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す



120億円

125億円

130億円

135億円

140億円

145億円

150億円

155億円
151億9,900万円

138億
1,300万円

136億
2,000万円

129億
2,900万円

127億
6,500万円

128億
4,000万円

127億
8,600万円

125億
8,600万円

131億
5,000万円 127億

8,300万円

庁舎建設

126億
9,000万円

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

230億
　700万円

203億
1,300万円

179億
2,900万円

0

50
億円

100
億円

150
億円

200
億円

250
億円

190億
7,000万円

168億
1,600万円

163億
5,900万円

158億
9,700万円

153億
8,600万円

153億
2,900万円

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
見込

236億
2,500万円

216億
8,400万円

0

10
億円

20
億円

30
億円

40
億円

50
億円

60
億円

70
億円

80
億円

17億
900万円

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
見込

18億
2,700万円

19億
8,100万円

22億
4,900万円

29億
6,600万円

41億
1,700万円

51億
400万円

57億
3,600万円

61億
8,000万円

71億
8,200万円 67億

4,400万円

広報さつま５ ４広報さつま

■歳入の状況（一般会計） ■歳出の性質別分類の状況（一般会計）

■歳出の目的別分類の状況（一般会計）

■一般会計以外の各会計予算規模

■町債(借金)残高の推移 ■基金(貯金)残高の推移

■町民一人当たりの予算（一般会計）

■当初予算の推移（一般会計）

　平成２７年度一般会計当初予算は１２７億８,３００万円で、平成２６年度と比べて

９,３００万円、０．７％の増額となりました。

　事務事業評価の結果等を踏まえ「選択と集中」を念頭において、総合振興計画との

整合を図るべく、将来を見据えた予算編成となっています。

その他
　3,000万円
　(0.2％)

歳入

127億

8,300万円

平成27年度
一般会計当初予算

町税
20億8,800万円
  (16.3％）

諸収入
3億8,300万円
(3.0％)

地方交付税
53億5,800万円

(41.9％)

町債
　(地方債）

地方消費税交付金
2億2,000万円
(1.7％)

地方譲与税
1億6,800万円
(1.3％)

国県支出金
23億2,500万円
 (18.2％)

 繰入金

その他
2億4,600万円
(1.9％)

分担金及び
負担金
1億6,700万円
(1.3％)

使用料及び
手数料
1億8,900万円
(1.5％)

依存財源 70.2％
89億7,600万円

投資的経費 8.2％
10億4,200万円

その他の経費 36.9％
47億1,900万円

義務的経費 54.9％
70億2,200万円

歳出

127億

8,300万円

人件費
 30億8,000万円

(24.1％)

公債費
 19億8,200万円

(15.5％)

普通建設
事業費

物件費
16億8,800万円

(13.2％)

繰出金

扶助費
19億6,000万円

(15.3％)

補助費等
14億6,000万円

(11.4％)

維持補修費
　1億5,400万円(1.2％)

災害復旧費
1,200万円
(0.1％)

その他
　3億3,200万円(2.6％)

区　　分 平成２７年度 平成２６年度 増減額 増減率

37億3,085万3千円 33億3,181万1千円 3億9,904万2千円 12.0%

5億1,604万2千円 4億6,462万2千円 5,142万円 11.1%

2億9,806万円 3億3,208万6千円 ▲3,402万6千円 ▲10.2%

4,613万1千円 4,357万5千円 255万6千円 5.9%

32億2,910万円 32億1,689万3千円 1,220万7千円 0.4%

3億3,502万7千円 3億4,082万円 ▲579万3千円 ▲1.7%

国民健康保険事業

特別

会計

企業
会計 簡易水道事業

水道事業

農業集落排水事業

介護保険事業

後期高齢者医療

併当初は、約１５２億円であった予算規模

も、人件費の削減や、公債費負担適正化計

画により地方債(※)の借入額を抑制することで、

１０年間で約２４億円を規模縮小することができ

ました。

≪※地方債とは？≫

　公共施設（道路、学校、消防施設など）の整備

　等における財源不足を補うための借入金（借金）。

民生費 公債費 総務費 教育費

１７万６千円 ８万８千円 ６万９千円 ５万５千円

高齢者、障害
者、児童など
への福祉関係

これまで実施した公共施
設の整備等へ充てた借金
の返済

総務管理、税務、戸籍、
　　　　　　選挙、統
　　　　　　計、監査
　　　　　　事務関係

小中学校や幼稚園、体育
施設の管理運営、生涯学
習、学校
給食関係

土木費 衛生費 消防費 その他

４万２千円

農林水産業費

４万５千円 ３万８千円 ２万７千円 ２万６千円

道路橋りょう、河川、
公園、住宅の
整備関係

農業、畜産業、林業の
振興や農道
などの整
備関係

ごみ・し尿の処理や健康
増進事業関係

救急業務や消防業務、
災害対策関係

議会運営、商工振興、
物産観光、災害
復旧事業
など

民生費

31.1％

公債費

15.5％

総務費

12.1％

教育費

9.8％

農林水

産業費

7.9％

土木費

7.4％

消防費4.8％
その他4.6％

衛生費

6.8％

民生費

30.3％

公債費

17.2％

総務費

12.1％

教育費

8.4％

農林水産業費
6.9％

土木費7.0％ 衛生費
7.3％

消防費
6.1％

その他
4.7％

平
成
27
年
度

平
成
26
年
度

10億円0 30億円 50億円 70億円 90億円 110億円 130億円

自主財源 29.8％
38億700万円

当初予算当初予算
一 般 会 計
歳入歳出総額 １２７億８,３００万円

（　）内は
構成比

平成27年度
一般会計当初予算

10億3,000万円
(8.1％)

10億8,500万円
(8.5％)

7億3,400万円
 (5.8％)

8億
7,500万円
　(6.9％)

５６万６千円

町民一人あたりの予算

合

平成27年度平成27年度



・生活保護受給者
・住民税非課税世
　帯に属する老齢
　福祉年金受給者

住民税非課税世帯
に属し課税年金収
入額と合計所得金
額の合計が80万円
以下の方

住民税非課税世帯
に属し、上記第２
段階に非該当の方

課税世帯で、本人の
合計所得金額と課
税年金収入額の合
計が80万円以下の
住民税非課税の方

本人は住民税非課
税者であるが、同
じ世帯に住民税課
税者がいる方

本人が住民税課税
者で合計所得金額
が190万円未満の
方

本人が住民税課税

者で合計所得金額が

190万円以上の方

32,400

32,400

48,600

57,000

64,800

81,000

97,200

・生活保護受給者

・住民税非課税世帯に属する

　老齢福祉年金受給者

・住民税非課税世帯に属し、

　本人の年金収入等が80万円

　以下の方

住民税非課税世帯に属し、本人

年金収入等が80万円超120万円

以下の方

住民税非課税世帯に属し、本人

年金収入等が120万円超の方

課税世帯で、本人の合計所得金

額と課税年金収入額の合計が80

万円以下の住民税非課税の方

課税世帯で、本人の合計所得金

額と課税年金収入額の合計が

80万円超の住民税非課税の方

本人が住民税課税者で所得金額

の合計額が120万円未満の方

本人が住民税課税者で所得金額

の合計額が120万円以上190万円

未満の方

本人が住民税課税者で所得金額

の合計額が190万円以上290万円

未満の方

本人が住民税課税者で所得金額

の合計額が290万円以上の方

　3,000

(△600）

　※

4,500 

6,700

6,000

11,000

9,000

23,100

●第５期介護保険料の基準額5,400円 ●第６期介護保険料の基準額5,900円

段階 段階対　象　者 対　象　者
年額 年額保険

料率

平成26年度
比較

年間引上げ額
保険

料率

0.5

0.5

0.75

0.88

1.25

基準額

1.5

0.5

(0.45）

0.75

0.9

1.3

基準額

1.5

1.7

1.2

第１

第２

第４

第４

第５

第６

第３

第１

第３

第５

第６

第７

第８

第９

第２

第４

0.75

3,900

35,400

(31,800)

53,100

53,100

70,800

(弾力)
63,700

92,000

84,900

120,300

106,200

（円） （円）
（円）

年金受給月 保険料（特別徴収）額 徴収の内容

※２月期の年金額が翌年度の４月・６月・８月の

　仮徴収の金額となります。

４月 １０,８００円

６月 １０,８００円

８月 １０,８００円

10月 １２,８００円

12月 １２,８００円

２月(※) １２,８００円

合計 ７０,８００円

仮徴収（４月・６月・８月）

本徴収（10月・12月・２月）

（前年度の所得段階を参考に、

　前年２月期の保険料と同じ額）

（４月・６月・８月の仮徴収の金額から

　本年度納めるべき金額を引き、残りの

　回数で割った金額）

※今回の改正により、多くの方々が保険料の負担額が増えます。

（昨年と同じ所得段階でも、基準額（第５段階）で年額6,000円負担が増えています。）

※保険料は昨年中（平成26年１月から12月）の所得状況等により段階が決定されます。

※年金から引き去られる額、調整される時期、徴収方法などは個人ごとに異なります。

広報さつま７ ６広報さつま

◇介護保険制度については、３年ごとに事業計画を見直し、介護サービスを提供するための財源と

して必要な介護保険料が決定されます。

　また、介護保険料は、個人所得に応じてそれぞれ異なり、年金からの天引きや納付書によって納

めていただきます。介護サービスが必要となったときに安心してサービスが利用できるよう、保険

料の納付にご理解とご協力をお願いします。

※新しい第１段階においては、国の制度により保険料の１割削減がなされ、（　）書きの金額が適用される予定です。

◇今回の制度改正によって、所得区分が６段階から９段階に見直され、低所得者の負担軽減措置が盛り込まれました。

　しかし、財源等の問題から、本格実施を平成29年度とし、平成27・28年度は上記のような内容になります。

　介護保険料は４月１日を基準日とし、世帯毎に７月に計算を行います。
　第１号被保険者の90％以上の方は、年金（年６回）から納めていただく特別徴収（年金引き去り）とな
っております。本年度も４月から８月については仮徴収で納めていただき、10月の年金から変更後の金額
で納めていただきます。（保険料額が大きく変わる方は８月の年金額から変更となる場合もあります。）
　本年度新たに65歳になられた方や年金額が年額18万円未満の方は、普通徴収（納付書による納入）と
なり、７月から翌年２月までの８回で納めていただくこととなります。

　世帯が課税世帯か非課税世帯かで保険料を決定する段階が異なります（課税世帯とは住民税のかかる人
が１人でもいる世帯のことです。）世帯が２人以上の場合、世帯のどなたかが課税となると、世帯員全て
が第４段階以上となるため、納める保険料が上がります。

　介護保険料に滞納があると介護サービスを受ける
ときに次のような制限を受けます。
◎１年以上滞納すると、介護サービスの利用者負担
は10割（全額）となります。割増分は払い戻し
の手続きを別途行う必要があります。
◎介護保険料の未納期間があると、その期間に応じ
て介護サービスの利用者負担が通常１割負担から
３割に引き上げられます。

介護保険は

相互扶助の制度です。

さつま町民全員で

助け合っていきましょう！

ご理解とご協力を

お願いします。

介護保険料が改正されました介護保険料が改正されました■介護保険料の納入方法(平成27年度）■介護保険料の納入方法(平成27年度）

平成27年度の介護保険料（第１号被保険者）は、次のとおりです。

■保険料納入のイメージ 例）基準額 (新 )第５段階　平成 27 年度保険料　70,800 円　特別徴収の方の場合

◆保険料の所得段階の決定の仕組み

■介護保険料を納めないと介護サービスが制限されます。

＜お問い合わせ先＞

　介護保険の制度に関すること　介護保険課　介護保険係（内線2174）

　介護保険料に関すること　　　税務課　町民税係（内線2111）



国民健康保険以外の方

75歳以上の方

本　　人

被扶養者

事業主健診や会社が実施する健診で受診。

加入している医療保険者にお尋ねください。

長寿健診（特定健診と同じ検査項目）を集団健診会場で受診。
※医療機関では、受診できませんので注意してください。
※平成27年中に75歳になられる方は、特定健診の受診券（オレンジ色）の
　有効期限は誕生日前日までになります。

人間ドック受診

通院中で定期的に
検査を受けている方

国民健康保険の助成を受けずに人間ドックを受診される方は、必ず結果表を役場
保険係に提出してください。
※国民健康保険に加入中の方で、人間ドック費用の助成を希望される方は、２月に
　お配りしてあるチラシをご覧いただくか、役場保険係へお問い合わせください。

かかりつけの医療機関で検査を受けている方は、その結果を、情報提供票（別途
必要）にて医療機関から提供してもらうことができます。
役場保険係又は、かかりつけの医療機関にお問い合わせください。

勤務先の職場健診で特定健診の受診券を使用して受けられる事業所がありますの
で、職場へお問い合わせください。職場で健診

○国保加入者以外の受診方法

月 日 曜日 時間 場　　所 対　　象　　地　　区

25 久富木区、山崎麓

26
山崎小学校体育館

二渡区、山崎中、荒瀬

27 虎居町、東町、西町

28 轟原、虎居馬場、西手

29

虎居地区公民館

上向、上向中、虎居大角、甫立、海老川

４

月

30 木渋、仮屋原、前目、ほたる、広瀬、池之野、さくら、上寺下、豆漬

1
佐志地区公民館

時吉区、布田、あながわ、田原

9 平川小学校体育館 平川区・泊野区

10 白男川小学校体育館 白男川区、日当瀬、一ツ木、下川口

11 船木区

12 屋地馬場、愛宕、東谷、川原町、中央、上仲町、八幡馬場

５

月

13

宮之城総合体育館

城之口、五日町、ウッドタウン、観月台、ホープタウン、町頭、天神

2 新町、仕明、吉川、新岩元、駒ヶ段、簗平、南川

3 尾原、武白猿、北方町、金山、下別府

4 黒鳥、別野、弓之尾

5 下狩宿、上狩宿、境田、搦、熊田、戸子田、広橋

6

薩摩農村環境改善
センター

下手、下中福良、求名町、上中福良、橋掛

7 湯田区

8 鶴田区

9 湯田原、櫃ヶ迫、大野、上下大迫、高嶺

10 中間、新田、栗野、柳野、大俣、上川口、市場、諏訪下、小路下手

11 大願寺、下京塚原、京塚原、種子田

７

月

12 柊野区、紫尾区

21

鶴田保健センター

薩摩・鶴田地区未受診者

22
８

月
23

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

金

土

日

午

前

８

時

～

10

時

宮之城保健センター 宮之城地区未受診者

受 

付

広報さつま９ ８広報さつま

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
に
大

き
く
関
係
す
る
「
内
臓
脂
肪
」
に
着

目
し
、
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
「
か

か
る
前
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
こ
と
を
目
的
に
、
早
い
段
階
か
ら

生
活
習
慣
病
の
芽
を
摘
み
取
る
こ
と

で
、
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
「
医

療
費
の
削
減
」
を
図
る
こ
と
が
狙
い

で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
年
１
回
の
健
診
を

受
け
続
け
れ
ば
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
い
く
か
ら
だ
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
な
い
と
自
分
の
健
康

管
理
が
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

病
気
が
知
ら
な
い
う
ち
に
重
症
化
し

医
療
費
の
増
加
を
招
き
、
結
果
と
し

て
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
も
支
障

が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と

で
、
生
活
習
慣
病
に
な
る
前
の
段
階

で
日
頃
の
生
活
を
見
直
す
よ
い
機
会

に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
年
も
、
今
年
こ
そ
は
、

健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。　

　

平
成
26
年
度
の
受
診
率
は
、
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

70
％
を
超
え
る
見
込
み
と
な
り
ま
し

た
。　

　

特
定
健
診
の
受
診
券
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
は
40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
国
保
の

方
を
対
象
に
、
４
月
16
日
以
降
に
順

次
配
布
さ
れ
ま
す
。
こ
の
オ
レ
ン
ジ

色
の
受
診
券
を
持
っ
て
、
地
域
の
集

団
健
診
会
場
又
は
、
登
録
医
療
機
関

（
受
診
券
と
一
緒
に
登
録
医
療
機
関

一
覧
を
同
封
す
る
予
定
で
す
。
）
に

て
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

集
団
健
診
は
４
月
か
ら
８
月
、
登

録
医
療
機
関
で
は
11
月
ま
で
受
診
で

き
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
集
団
健
診
、
登
録

医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
の
ほ
か
に
、

下
表
い
ず
れ
か
の
方
法
で
受
診
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

4,619人 1,601人 1,325人 111人 308人 3,345人 72.4％

対象者
集団健診
受診

個別健診
受診

情報提供
受診者
合計

受診率
人間ドック
等受診

今
年
も
国
保
の
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

さ
つ
ま
町
役
場
　
健
康
増
進
課
　
保
険
係

　
　
　
　
（
内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２
）

自
分
の
た
め
に
、
大
切
な
人
の
た
め
に
、
健
診
を

特
定
健
診
を

　
　
受
け
ま
し
ょ
う
　

平成26年度のさつま町の
特定健診受診は、
次のような状況です。平成27年３月10日現在：推計値

平
成
26
年
度
も

70
％
を
ク
リ
ア

特
定
健
診
は
ど
う

　
や
っ
て
受
け
る
の
？

■以下の受診でも、特定健診を受けたことになります。

平成27年度さつま町特定健康診査・
各種検診(胃・腹部超音波・肝炎・前立腺・骨粗しょう症)計画

※　受診券は、４月 16 日（木）から順次送付します。

　なお、特定健診に関する詳しいこと（集団健診の日程など）は、受診券と同封のチラシをご覧ください。

受けて安心！特定健診　健康は何よりの宝物です

 検査項目は 検査項目は
・血圧・問診

・尿検査（たんぱく・糖）

・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）

・血液検査

　脂質（中性脂肪／ＨＤLコレステロール／ＬＤＬコレステロール）

　肝機能（ＡＳＴ／ＡＬＴ／ｒ-ＧＴＰ）

　血糖（空腹時血糖またはＨｂＡ１ｃ） 

　腎機能（クレアチニン）・尿酸値



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

鹿
児
島
の

　

魅
力
を
Ｐ
Ｒ

大
阪
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

結
い
の
里
を
歩
く

地
区
住
民
が

　

お
も
て
な
し

互
い
を
尊
重
し

　

楽
し
い
農
業
経
営
を

家
族
経
営
協
定

宮
之
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

図
書
費
贈
呈

地
域
が
望
む
道
路
や
川
の
整
備

早
期
事
業
化
を
要
望

い
じ
め
を

  

な
く
そ
う
！

連
絡
協
議
会
開
催

10広報さつま11 広報さつま

　

２
月
18
日
、
永
野
小
学
校
図
書

室
で
宮
之
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
図
書
費
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

木
場
久
彦
会
長
か
ら
図
書
委
員
に

目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
児
童
に
た
く

さ
ん
本
を
読
ん
で
も
ら
お
う
と
毎

年
町
内
の
小
規
模
校
に
図
書
費
を

贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
永
野
小
で
は
、
先
生
や

保
護
者
が
読
み
聞
か
せ
や
親
子
読

書
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
児
童
１
人
平
均
１
４
０
冊
の
本

を
読
ん
で
い
ま
す
。

　

贈
呈
後
、
児
童
か
ら
は
「
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で

読
書
を
楽
し
み
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り

館
で
、
平
成
26
年
度
家
族
経
営
協

定
調
印
式
が
町
長
、
農
業
委
員
会

会
長
、
北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普

及
課
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
、
家
族
で
取

り
組
む
農
業
経
営
に
つ
い
て
、
家

族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
、
就
業
条

件
・
就
業
環
境
に
つ
い
て
家
族
み

ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
決

め
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
の
締
結
農
家
は
２
家
族

で
町
内
の
家
族
経
営
協
定
者
数
は

75
家
族
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
協
定
締
結
農
家

を
代
表
し
て
福
岡
裕
治
さ
ん
が

「
家
族
が
仲
良
く
、
ゆ
と
り
の
あ

る
経
営
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
第
10
回
さ
つ
ま
永

野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
約
３
７
０
人

が
参
加
し
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
永
野
の
史
跡
な
ど
を
巡
り
ま
し

た
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
子
ど
も
語
り
部
隊

（
永
野
小
児
童
）
に
よ
る
史
跡
の

説
明
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
児
童

の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
山
公
民
会
で
は
揚
げ

た
て
の
が
ね
が
、
ゴ
ー
ル
で
は
温

か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加

者
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

住
民
総
出
の
あ
た
た
か
い
永
野

の
お
も
て
な
し
に
、
参
加
者
は
満

足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

２
月
22
日
、
大
阪
市
で
鹿
児
島

県
大
阪
事
務
所
主
催
の
か
ご
し
ま

観
光
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

鹿
児
島
が
誇
る
本
格
焼
酎
を
切

り
口
と
し
て
「
美
」
に
着
目
し
た

セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

女
性
を
中
心
に
多
く
の
参
加
者
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
軸
屋
酒
造
㈱
４

代
目
杜
氏
の
軸
屋
麻
衣
子
さ
ん
が

「
鹿
児
島
に
魅
せ
ら
れ
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
こ
だ
わ
り
の
焼
酎
造
り

や
、
温
泉
や
グ
ル
メ
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
れ
、
鹿
児
島
県
や
本
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
若
者
目
線
で
鹿

児
島
ツ
ア
ー
を
考
案
し
た
和
歌
山

大
学
と
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

の
学
生
と
軸
屋
さ
ん
が
「
美
旅
！

か
ご
し
ま
」
を
テ
ー
マ
に
、
雄
大

な
自
然
や
人
の
温
か
さ
な
ど
に
つ

い
て
ト
ー
ク
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
軸
屋
さ
ん
に
よ

る
本
格
焼
酎
の
美
味
し
い
飲
み
方

講
座
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
麹
に

よ
る
焼
酎
の
味
の
違
い
や
割
り
方

に
よ
る
芋
の
香
り
の
違
い
を
確
か

め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
情
報
誌
な
ど

で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
鹿
児

島
の
情
報
が
得
ら
れ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
九
州
地
方
整
備
局

で
、
地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横

断
道
路
」
の
整
備
促
進
及
び
国
道

３
２
８
号
並
び
に
川
内
川
の
整
備

促
進
の
た
め
の
要
望
活
動
が
、
金

尾
九
州
地
方
整
備
局
長
に
対
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
薩
横
断
道
路
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
は
、
鹿
児
島
空
港
か
ら
北

薩
空
港
道
路
間
及
び
広
瀬
道
路
か

ら
泊
野
道
路
間
並
び
に
、
紫
尾
道

路
か
ら
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

阿
久
根
北
Ｉ
Ｃ
間
の
早
期
事
業
化

を
図
る
よ
う
、
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

　

国
道
３
２
８
号
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
と
南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
の
バ
イ
パ
ス
建
設

（
郡
山
地
区
）
の
整
備
促
進
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

川
内
川
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

は
、
宮
之
城
屋
地
地
区
、
虎
居
地

区
、
時
吉
地
区
の
環
境
整
備
や
内

水
対
策
（
排
水
ポ
ン
プ
車
の
追
加

配
備
）
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
16
日
に
は
、
北
薩

空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会

に
よ
る
要
望
活
動
が
行
わ
れ
、
伊

藤
県
知
事
に
対
し
て
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

北
薩
横
断
道
路
は
、
鹿
児
島
県

北
西
部
地
区
の
災
害
時
救
急
輸
送

道
路
と
し
て
、
ま
た
、
農
水
産
物

の
円
滑
な
輸
送
経
路
と
し
て
も
重

要
な
道
路
と
な
る
た
め
、
全
線
の

早
急
な
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
か
ら
望

ま
れ
て
い
る
全
線
の
早
期
完
成
、

特
に
今
回
は
高
尾
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
阿

久
根
北
Ｉ
Ｃ
間
の
早
期
事
業
化
に

つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
知
事
か
ら
は
「
全
体
の
事

業
費
の
制
約
も
あ
る
が
、
な
る
べ

く
早
く
完
了
す
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
が
制
定
し
た
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
」
を
受
け
、
町
で
も

「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
定

め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
設
置
さ
れ
た
町
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
は
、
学

校
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関
係
団
体

等
の
代
表
者
12
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る

町
・
学
校
・
関
係
機
関
及
び
団
体

と
の
連
携
、
対
策
、
施
策
の
推
進

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い

ま
す
。

　

２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
目
の
協
議
会
で
は
、
町
内
児
童

生
徒
の
い
じ
め
の
現
状
を
受
け
て
、

そ
の
把
握
の
方
法
や
内
容
、
各
学

校
で
の
具
体
的
な
い
じ
め
防
止
へ

の
取
組
の
紹
介
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
た
め
の
道
徳
の
授
業
の
重

要
性
、
携
帯
電
話
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
例
と
そ
の
対
策
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
携
帯
電
話
を
使
っ
た
ネ

ッ
ト
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
対
策
と
し
て
「
家
庭
内
で
き
ち

ん
と
ル
ー
ル
を
作
っ
て
携
帯
電
話

を
使
わ
せ
る
」
、
「
資
料
等
を
配

布
し
て
町
と
し
て
も
啓
発
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
学
校

を
通
し
て
各
家
庭
に
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

ゴール後もスタッフが笑顔でお出迎え

左から目録を手にする池山さんと木場会長

いじめの防止について協議が行われました

金尾九州地方整備局長(左)に要望する日髙町長

県知事への要望の様子抱負を述べる福岡さん夫妻

子ども語り部隊による史跡の説明

美をテーマに鹿児島の魅力を伝える軸屋さん

永野小児童が育てた花苗が
参加者へプレゼントされました

開発したドレッシングを試食開発したドレッシングを試食開発したドレッシングを試食開発したドレッシングを試食

　

町
で
は
、
豊
か
な
農
産
物
を

加
工
し
、
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
の
農
産
物
加
工
セ
ミ
ナ
ー

を
年
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
に
開
催
し
た
３
回

目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
受
講
者

が
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
加
工
技
術

を
元
に
、
地
元
の
農
産
物
を
活

用
し
た
15
種
類
の
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
を
開
発
し
ま
し
た
。
試
食
や

互
評
会
も
行
わ
れ
、
講
師
か
ら

も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
者
の
希
望
に
よ
り
、
本
町
の
多
様
な
農
産
物
等
を

有
効
活
用
し
、
地
域
特
産
品
の
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
加
工
技

術
、
販
売
手
法
の
研
修
と
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
「
町
農
産
加

工
懇
話
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
現
在
会
員
９
人
で
、

今
後
も
賛
同
者
を
募
り
、
加
工
者
の
育
成
な
ど
を
進
め
農
林
業
者

の
所
得
向
上
を
目
指
す
と
さ
れ
ま
し
た
。

町
農
産
加
工
懇
話
会
設
立



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

世
代
間
を
超
え
て

　
　
　
　
剣
の
道

町
剣
道
大
会
開
催

神
子
地
区
を

　
　
駆
け
抜
け
る

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
開
催

ト
ン
カ
ツ
お
い
し
い
ね

旭
フ
ァ
ー
ム
㈱
か
ら

豚
肉
贈
呈

優
秀
教
職
員
表
彰

求
名
小
・
田
中
教
諭

夜
間
の
事
故
に
注
意

ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
開
催

本
を
読
も
う

児
童
生
徒
に

読
書
奨
励
賞
授
与

ト
マ
ト
選
果
施
設
完
成

北
さ
つ
ま
農
協
が
導
入

川
を
も
っ
と
身
近
に

川
の
民
話
集
寄
贈
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平
成
26
年
度
文
部
科
学
大
臣
優

秀
教
職
員
表
彰
を
求
名
小
学
校
の

田
中
智
代
教
諭
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

田
中
教
諭
は
、
平
成
24
年
度
に

鹿
児
島
県
優
秀
教
職
員
と
し
て
表

彰
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
が
国
で
も
認
め

ら
れ
た
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

田
中
教
諭
は
、
国
語
科
を
研
究

教
科
と
し
、
こ
れ
ま
で
学
習
指
導

法
改
善
や
読
書
指
導
の
充
実
に
懸

命
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の

感
性
を
引
き
出
し
、
自
尊
心
を
高

め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
本
町
で
開
催
さ

れ
る
国
民
文
化
祭
で
も
、
田
中
教

諭
が
読
書
指
導
の
取
組
を
発
表
す

る
予
定
で
、
今
後
の
益
々
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
２
日
、
川
内
川
流
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
野
豊
事
務
局

長
か
ら
、
地
方
の
川
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
民
話
を
一
冊
の
本
に

ま
と
め
た
「
川
の
民
話
集
」
30
冊

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
内
川
流
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
川
内
川
流
域
の
３
市
２
町

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ち

づ
く
り
団
体
な
ど
が
集
ま
り
、
河

川
愛
護
の
精
神
の
も
と
、
子
ど
も

た
ち
へ
河
川
環
境
学
習
の
実
施
や

川
内
川
流
域
の
一
斉
清
掃
、
水
難

事
故
防
止
や
水
防
災
等
に
関
す
る

広
報
活
動
な
ど
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
寄
贈
さ
れ
た
「
川
の
民
話

集
」
は
、
町
内
の
小
中
学
校
や
図

書
室
な
ど
の
蔵
書
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

３
月
２
日
、
交
通
安
全
ナ
イ
ト

ス
ク
ー
ル
が
宮
之
城
自
動
車
学
校

で
開
催
さ
れ
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
理
事
、
監
事
及
び
安

全
適
正
就
業
推
進
委
員
会
委
員
な

ど
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

夜
間
、
高
齢
者
が
関
係
す
る
事

故
が
多
い
た
め
、
交
通
事
故
防
止

活
動
の
一
環
と
し
て
さ
つ
ま
警
察

署
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

車
を
使
っ
た
ラ
イ
ト
照
射
実
験

で
は
、
上
向
き
と
下
向
き
の
場
合

で
の
見
え
方
の
違
い
や
、
洋
服
の

色
に
よ
る
見
え
方
の
違
い
、
ま
た

夜
光
反
射
材
を
つ
け
て
い
る
場
合

と
そ
う
で
な
い
場
合
と
を
見
比
べ

る
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
分
が
運
転
し
て
い

る
つ
も
り
で
真
剣
に
講
習
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
本
に
親

し
む
気
運
を
高
め
、
読
書
活
動
を

町
民
運
動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
読
書
活
動
の
充
実

に
対
し
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る

児
童
生
徒
に
「
さ
つ
ま
っ
子　

読

書
奨
励
賞
」
を
今
年
度
か
ら
授
与

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
「
読
書
意
欲
が
よ
り

高
ま
っ
た
」
「
読
書
冊
数
が
多

い
」
「
図
書
委
員
と
し
て
読
書
の

推
進
に
貢
献
し
て
い
る
」
な
ど
の

項
目
で
推
薦
し
て
も
ら
い
、
今
年

度
は
、
小
学
校
33
人
、
中
学
校
７

人
、
薩
摩
中
央
高
校
３
人
、
計
43

人
の
児
童
生
徒
に
授
与
し
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
に
は
、
薩
摩
中
学
校

で
生
徒
会
文
化
部
長
と
し
て
「
お

す
す
め
の
本
紹
介
カ
ー
ド
」
作
成

の
企
画
提
案
や
自
ら
の
読
書
冊
数

の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
３
年

生
の
内
堀
由
紀
さ
ん
に
、
東
修
一

教
育
長
が
「
さ
つ
ま
っ
子　

読
書

奨
励
賞
」
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
以
降
も
継
続
し
て

贈
呈
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　　

３
月
６
日
、
北
さ
つ
ま
農
業
協

同
組
合
佐
志
野
菜
集
荷
所
で
ト
マ

ト
選
果
施
設
完
成
式
が
開
催
さ
れ
、

関
係
者
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
選
果
機
は
、
国
の
事
業

を
活
用
し
て
導
入
し
、
糖
度
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
機
能
を
備
え
、
ト
マ

ト
を
傷
め
る
こ
と
な
く
品
質
（
糖

度
・
酸
度
・
等
級
な
ど
）
を
計
測

で
き
ま
す
。
ま
た
、
品
質
保
持
の

た
め
、
予
冷
施
設
も
併
せ
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
北
さ
つ
ま
農
協
で

は
、
導
入
さ
れ
た
選
果
機
を
活
用

し
、
ト
マ
ト
の
産
地
と
し
て
面
積

拡
大
に
努
め
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

３
月
１
日
、
第
５
回
ほ
た
る
の

里
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
神
子
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
発
着

周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
時
折
雨
が
降
る
悪
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
５
㎞
、
３
㎞
、

１
．
２
㎞
の
各
コ
ー
ス
に
町
内
外

か
ら
約
２
８
０
人
が
参
加
し
、
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
多
く
の
声
援
を
受
け

な
が
ら
、
３
歳
か
ら
78
歳
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
走
り
ま
し
た
。

競
技
を
終
え
た
参
加
者
は
、
用
意

さ
れ
た
豚
汁
で
疲
れ
を
癒
し
て
い

ま
し
た
。

　

町
内
１
位
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）　

■
５
㎞
コ
ー
ス

・
中
高
生
男
子　

下
満　

裕
斗

（
薩
摩
中
央
高
校
陸
上
）16
分
52
秒

・
中
高
生
女
子　

指
宿　

玲
那 

（
鶴
田
中
学
校
陸
上
）
21
分
17
秒

■
１
．
２
㎞
コ
ー
ス

・
小
学
生
以
下
男
子　

小
川　

真
央

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
分
33
秒

・
一
般
女
子　
　

酒
匂　

友
理
子 

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
分
14
秒

　

３
月
１
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
武
道
館
で

第
10
回
町
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
剣
道
を
通
じ
て

お
互
い
の
親
睦
と
技
術
向
上
を
図

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
生
涯

に
わ
た
っ
て
の
心
身
の
健
康
づ
く

り
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
全
日
本
剣
道
連
盟

制
定
居
合
の
演
武
が
披
露
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
迫
力
の
あ
る
演
武

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
小
学
生
の
団
体
戦
・
個

人
戦
、
中
・
高
校
生
女
子
の
個
人

戦
、
ま
た
町
内
の
職
域
対
抗
戦
と

支
部
対
抗
戦
で
競
わ
れ
、
小
学
生

か
ら
一
般
ま
で
多
く
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
虎
居
・
屋
地
支
部
と
平
川

支
部
の
決
勝
戦
は
、
レ
ベ
ル
の
高

い
好
試
合
が
続
き
、
大
い
に
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

■
小
学
校
団
体
戦

・
高
学
年
の
部

優
勝　

盈
進
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

・
低
学
年
の
部

優
勝　

盈
進
剣
道
ス
ポ
少
Ａ

■
小
学
校
個
人
戦
　
　
　
　

・
小
５
・
６
年
の
部

優
勝　

大
田　

一
心
（
薩
摩
剣
）

・
小
３
・
４
年
の
部

優
勝　

有
川　

剣
（
盈
進
剣
ス
）

・
小
１
・
２
年
の
部

優
勝　

玉
利　

琢
磨
（
薩
摩
剣
）

■
中
・
高
校
女
子
個
人
戦

優
勝　

今
村　

奈
美
（
薩
摩
中
央
高
）

■
職
場
・
職
域
の
部

優
勝　

盈
進
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム

■
支
部
対
抗
の
部

優
勝　

虎
居
・
屋
地
支
部

　　

３
月
４
日
、
旭
フ
ァ
ー
ム
㈱

（
宮
之
城
屋
地
）
の
大
迫
尚
至
代

表
取
締
役
が
役
場
を
訪
れ
、
豚
肉

１
２
０
㎏
の
目
録
が
日
髙
町
長
へ

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
食
材
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
贈

呈
さ
れ
た
豚
肉
は
、
町
内
全
小
中

学
校
の
給
食
に
ト
ン
カ
ツ
と
し
て

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
盈
進
小
学
校
３
年

生
の
教
室
で
交
流
給
食
も
行
わ
れ
、

大
迫
さ
ん
、
日
髙
町
長
、
東
教
育

長
も
児
童
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
、

交
流
し
ま
し
た
。

新しく導入されたトマト選果機 大迫代表取締役（右）から日髙町長へ目録贈呈

左から富安校長、田中教諭、東教育長

多くの熱戦が繰り広げられました

　日髙町長と上野事務局長(右）

ライトの照射実験の様子

トンカツ、おいしいね！

賞を受けた内堀さん

①最後のラストスパート‼
②子どもたちが一斉にスタート

③まだまだ余裕だよ（５㎞の部）

④仲良くゴールを目指します

⑤頑張れ！あと少しだよ

①

②

③

④

⑤

た
か
し



のニュースちま

道
路
や
河
川
の

　
　
　
　
環
境
美
化

県
知
事
・
町
か
ら
受
賞

立
派
な
自
衛
官
を
目
指
し
て

入
隊
者
壮
行
会

募
集
相
談
員
委
嘱
式

理
科
好
き
の

　
子
ど
も
に
な
ろ
う

親
子
で
理
科
実
験

地
域
防
災
力

　
　
向
上
に
貢
献

日
特
宮
之
城
工
場
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宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

で
は
、
空
調
工
事
も
終
了
し
、

３
月
か
ら
こ
れ
ま
で
通
り
開
館

し
て
い
ま
す
。

・
常
設
展
示
の
展
示
替
え
を
随

　

時
行
い
、
収
蔵
品
で
展
示
可

　

能
な
資
料
を
展
示
。

・
昨
年
度
同
様
、
生
涯
学
習
講

　

座
の
歴
史
教
室
を
実
施
。

・
企
画
・
特
別
展
も
実
施
予
定
。

　

こ
の
ほ
か
、
火
起
こ
し
体
験

や
勾
玉
作
り
、
宮
之
城
人
形
作

り
な
ど
の
体
験
講
座
や
出
前
講

座
な
ど
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
開
館
日
に
は
、
宗
功

寺
墓
地
の
案
内
や
歴
史
に
関
す

る
質
問
な
ど
に
も
お
答
え
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

左
の
絵
は
、
江
戸
時
代
の
薩

摩
藩
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
木

村
探
元
が
描
い
た
も
の
で
、
現

在
、
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ

ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
文

禄
・
慶
長
の
役
（
１
５
９
２
〜

１
５
９
８
）
で
島
津
忠
恒
（
18

代
家
久
）
の
鞅
（
馬
具
の
事
）

が
壊
れ
た
た
め
、
島
津
忠
長
の

家
臣
、
和
泉
保
重
が
修
理
し
て

い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。

の
ち
に
保
重
は
そ
の
功
に
よ
り

脇
差
を
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
４
０

木村探元画「鞅修復之図」

　町では、誰にでもわかりやすく利用しやすいホームページを目指し、町ホームページを平成27年３月20日に

リニューアルしました。ここでは主なリニューアルの内容についてご紹介します。

目立つ位置に常設し、いざとい
う時に必要な情報をまとめまし
た。 

知りたい情報に早くたどり着け
るよう、目的別に情報をまとめ
ました。

文字サイズや背景色と文字色の
組み合わせを変更できる機能の
ほか、外国語への翻訳機能など、
利用者の閲覧をサポートする機
能を追加しました。

食・スポット・イベントについ
て、町のリアルタイムな情報を
発信します。 

川内川の流れに沿ってホタルが
舞い、ところどころに竹が象徴
的に顔を出しています。さつま
町の観光資源、景観資源を前面
に打ち出し、ページ全体で町の
魅力を表現しました。

トップページ以外のページのア
ドレスが変わりました。各ペー
ジを「お気に入り」や「ブック
マーク」に登録されている方は、
登録の変更をお願いします。

また、しばらくの間、一部のペ
ージが見つからない場合や、サ
イト内検索をした際に、お求め
のページが見つかりにくい場合
があります。ご不便をおかけい
たしますが、ご理解・ご了承い
ただきますようお願い申し上げ
ます。

スマートフォンでも最適な状態
に変化して表示されます。

ホームページアドレス
http://www.satsuma-net.jp/

ＱＲコードを読み取れる方は
こちらから↓

　

２
月
23
日
、
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
平
成
26
年
度
消
防
庁
消
防
団

等
表
彰
式
で
、
日
本
特
殊
陶
業
㈱

宮
之
城
工
場
が
消
防
団
等
地
域
活

動
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
、
本
町
消
防
団
員
48

人
を
含
む
65
人
の
団
員
が
在
籍
し

て
お
り
、
災
害
出
動
や
訓
練
に
従

業
員
が
参
加
し
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ほ
か
、
防
災

車
両
の
寄
贈
や
消
防
団
車
庫
建
設

費
用
の
寄
付
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離

着
陸
場
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
提

供
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
出
席
し
た
同
工
場
の

自
衛
消
防
隊
隊
長
で
あ
る
牧
田
学

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安

全
安
心
を
守
る
た
め
協
力
体
制
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
」
と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
白
男
川
小
学
校
で

卒
業
生
送
別
・
新
入
生
歓
迎
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主

体
と
な
り
、
新
１
年
生
の
歓
迎
と

卒
業
生
を
送
る
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
体
育
館
で
転
が
し

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
じ
ゃ
ん
け
ん
列

車
を
親
子
で
行
い
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
で
は
昨
年
度
か
ら

理
科
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

今
回
は
親
が
講
師
と
な
り
理
科
の

実
験
を
行
い
ま
し
た
。
空
気
砲
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
気
合
を
込
め

て
段
ボ
ー
ル
を
た
た
い
て
紙
コ
ッ

プ
を
倒
し
点
数
を
競
っ
て
い
ま
し

た
。

　

３
月
10
日
、
平
成
26
年
度
町
自

衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
及
び
募
集
相

談
員
委
嘱
式
が
町
長
応
接
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

壮
行
会
で
は
、
町
長
、
町
自
衛

隊
父
兄
会
長
、
自
衛
隊
鹿
児
島
地

方
協
力
本
部
長
等
か
ら
入
隊
す
る

２
人
に
対
し
て
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
募
集
相
談
員
の

委
嘱
式
も
行
わ
れ
、
町
と
自
衛
隊

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
か
ら
募
集

相
談
員
と
し
て
５
人
の
方
に
委
嘱

を
行
い
ま
し
た
。

■
入
隊
者
と
入
隊
先
（
敬
称
略
）

　

井
手
原　

拓
也
（
虎
居
）　

　

【
横
須
賀
市
第
117
教
育
隊
】

　

楠
木
園　

健
（
紫
尾
）　

　

【
え
び
の
市
第
24
普
通
科
隊
】

■
募
集
相
談
員
（
敬
称
略
）

　

川
口　

憲
男

　

前
田　

彰

　

久
保　

道
夫

　

井
手
原　

清
美

　

竹
中　

修
一

　

３
月
17
日
、
河
川
愛
護
団
体
・

道
路
愛
護
団
体
の
表
彰
伝
達
式
が

町
長
応
接
室
で
行
わ
れ
、
南
川
公

民
会
が
県
知
事
表
彰
を
、
東
谷
、

種
子
田
、
簗
平
の
３
公
民
会
と
船

木
区
公
民
館
が
町
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
各
公
民
会
は
集
落

周
辺
の
道
路
・
河
川
の
除
草
作
業

や
支
障
樹
木
の
伐
採
な
ど
を
地
域

で
永
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
県
知
事
表
彰

【
河
川
愛
護
】
南
川
公
民
会

受賞された公民館長と公民会長 県知事表彰を受けた南川公民会長（中央）

的をめがけて空気砲発射！

表彰状を手にする牧田さん

左２番目から井手原さん、竹中さん、前田さん

（前列左２番目から）入隊する楠木園さんと井手原さん

町ホームページをリニューアルしました

デザインを一新

緊急情報

暮らしの便利帳

スマートフォンにも対応

便利な閲覧機能

新コーナー「旬のさつま」

リニューアルに伴うお願い

【お問い合わせ先】
　総務課　秘書広報係
　☎53-1111（内線2212）

■
町
表
彰

【
道
路
愛
護
】
東
谷
公
民
会

　
　
　
　
　
　

種
子
田
公
民
会

　
　
　
　
　
　

簗
平
公
民
会

【
河
川
愛
護
】
船
木
区
公
民
館

今週の放送文

広報さつま４月号を掲載しました

お知らせ版（４月２日号）を掲載
しました

さつま町ホームページをリニュー
アルしました

4月2日

4月2日

3月20日
　 

※画像はイメージです。
　内容は随時更新されます。

※画像はイメージです。
　内容は随時更新されます。

むながいしゅうふくのず

む
な
が
い

か

し
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知って
 得する
知って
 得する

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第
11
回

　

親
元
を
離
れ
て
学
生
生
活
を
始
め
る
、
社
会
人

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
、
こ
の
時
期
に
多
い
ト
ラ

ブ
ル
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　

賃
貸
住
宅
を
退
去
す
る
際
に
、
借
主
は
住
宅
を

借
り
た
時
の
原
状
に
回
復
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
入
居
時
の
状
態
に
戻
す
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
借
主
の
故
意
、
過
失
や
通
常
の
手
入
れ
を

せ
ず
、
汚
し
た
り
壊
し
た
り
し
た
と
き
に
負
う
責

任
を
言
い
ま
す
。

　

売
買
契
約
は
双
方
が
契
約
に
合
意
し
た
時
点
で

成
立
し
、
一
方
的
に
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ず
、
解

約
時
に
違
約
金
（
損
害
賠
償
）
を
請
求
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
販
売
業
者
が
自
販
連
、
中
販
連
に
加

盟
し
標
準
約
款
を
採
用
し
て
い
る
場
合
は
、
売
買

契
約
の
成
立
時
期
は
、
①
登
録
日
②
注
文
に
よ
る

修
理
・
改
造
・
架
装
等
に
着
手
し
た
日
③
引
渡
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
と
さ
れ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な

ど
が
発
生
す
る
の
は
契
約
日
以
降
と
な
り
ま
す
。

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
約

款
に
よ
り
契
約
の
成
立
時
期
が
異
な
り
ま
す
）

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
８
３
）

　

高
齢
の
方
は
窓
口
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
２
階
商
工
観
光
課
商
工
振

　

興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

　

さ
つ
ま
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
り
、

農
林
漁
業
に
対
す
る
理
解
促
進
や
経
済
効

果
を
含
め
た
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
各
種
農
業
体
験
、
森
林
体
験
、
農
家

民
宿
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
修
学
旅
行
の
受
入

れ
を
実
施
し
、
受
入
家
庭
で
の
宿
泊
、
農

業
体
験
な
ど
「
さ
つ
ま
町
の
暮
ら
し
」
を

体
験
し
て
も
ら
い
、
修
学
旅
行
生
、
ま
た

受
入
れ
た
農
家
の
方
々
か
ら
も
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
こ
の
修
学
旅
行
の
受

入
れ
を
年
４
回
程
度
予
定
し
て
お
り
、

「
受
入
家
庭
」
と
し
て
ご
登
録
い
た
だ
け

る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

「
受
入
家
庭
」
は
、
「
農
家
民
宿
」
と

は
違
い
、
登
録
の
み
で
許
可
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
登
録
に
あ
た
っ
て

は
当
研
究
会
へ
の
加
入
と
併
せ
て
、
制
約

等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

事
務
局
又
は
同
研
究
会
長
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

が
ん
は
、
日
本
に
お
い
て
昭
和
56

年
よ
り
死
因
の
第
１
位
と
な
り
、
現

在
で
は
年
間
36
万
人
の
国
民
が
が
ん

で
死
亡
し
て
お
り
、
約
３
人
に
１
人

が
『
が
ん
』
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
が
ん
に
罹
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
が
ん
は
遺
伝
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
遺

伝
に
よ
る
が
ん
は
少
な
く
、
む
し

ろ
、
喫
煙
、
豊
か
に
な
り
す
ぎ
た
食

生
活
、
運
動
不
足
等
の
生
活
習
慣
が

原
因
で
あ
る
方
が
多
く
、
こ
れ
ら
に

気
を
つ
け
て
発
が
ん
リ
ス
ク
を
下
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
発

が
ん
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
の
生
活

習
慣
の
改
善
を
心
が
け
た
と
し
て

も
、
が
ん
に
罹
る
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
が
ん

検
診
で
す
。

　

早
い
段
階
で
が
ん
を
発
見
で
き
れ

ば
、
治
る
確
率
が
か
な
り
高
く
な
り

ま
す
。

　

「
症
状
が
な
い
か
ら
検
診
は
受
け

な
い
」
「
症
状
が
出
た
ら
病
院
に
行

く
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
の
は
大
き

な
間
違
い
で
す
。
症
状
が
な
い
う
ち

か
ら
定
期
的
に
健
診
を
受
け
続
け
る

こ
と
が
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
、
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
検
診
は
受
診
す
れ
ば
終
わ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
い
検
査

が
必
要
と
な
ら
れ
た
方
は
、
病
気
の

有
無
を
確
認
し
、
必
要
な
場
合
は
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
ま
で
が

『
検
診
』
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
が
ん
検
診
の
申
込

み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
検
診
前
に
受

診
票
を
お
届
け
し
ま
す
。
申
込
み
を

忘
れ
た
方
は
健
康
増
進
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容
＝
簡
単
な
読
み
書
き
計
算
の

学
習
で
、
認
知
症
の
予
防
と
仲
間
づ

く
り
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
教
室
で
す
。
週
１
回
30
分
程
度
サ

ポ
ー
タ
ー
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
学

習
し
て
い
き
ま
す
。

■
対
象
者
＝
概
ね
65
歳
以
上
の
元
気

な
方
（
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
）

■
募
集
人
員
＝
各
会
場
10
～
20
人
程

度
（※

先
着
順
）

■
教
室
日

　

平
成
27
年
６
月
～
11
月

■
開
催
日
・
場
所
等

【
毎
週
火
曜
日
】

　

・
求
名
交
流
館
（
公
民
館
）

　

・
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー

【
毎
週
水
曜
日
】

　

・
山
崎
地
区
公
民
館

　

・
虎
居
地
区
公
民
館

【
毎
週
木
曜
日
】

　

・
屋
地
楽
習
館　
　
　

　

・
永
野
交
流
館
（
公
民
館
）

■
教
材
費
＝
１
月
あ
た
り
２
，
５
０

０
円
程
度
（
週
１
回
の
教
室
学
習
と

毎
日
の
自
宅
学
習
の
教
材
費
）

■
申
込
方
法
＝
４
月
30
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
＝
概
ね
60
歳
ま
で
の
方
で

高
齢
者
の
健
康
増
進
及
び
介
護
予
防

に
理
解
の
あ
る
方
。
ま
た
、
事
前
研

修
（
５
月
開
催
予
定
）
に
参
加
可
能

な
方
。

■
活
動
内
容
＝
学
習
者
と
の
交
流
や

助
言
・
指
導
（
サ
ポ
ー
タ
ー
１
人
に

学
習
者
２
人
程
度
）

■
申
込
方
法
＝
４
月
30
日(

木)

ま
で

に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

☎
（
53
）
１
１
１
１

（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

受診の現状（平成24年度）

春
で
す
。
若
者
に
多
い

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

　
　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・
原
状
回
復
の
考
え
方
は
、
国
土
交
通
省
が
取

　

り
ま
と
め
た
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

　

ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
前
に
契
約
書
を
よ
く
読

　

み
、
納
得
で
き
な
い
特
約
条
項
が
入
っ
て
い

　

な
い
か
よ
く
確
か
め
た
う
え
で
契
約
し
ま
し

　

ょ
う
。

・
入
居
前
に
貸
主
、
借
主
立
会
い
の
も
と
に
写

　

真
を
撮
る
な
ど
し
て
、
使
用
開
始
前
の
損
耗

　

状
況
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
敷
金
精
算
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
ら
ま
ず

　

話
し
合
い
が
基
本
で
す
。
話
し
合
い
で
解
決

　

し
な
か
っ
た
ら
、
少
額
訴
訟
や
民
事
調
停
を

　

利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

■
部
屋
を
借
り
る　

★
出
前
講
座　

只
今
受
付
中

■
中
古
車
を
買
う

・
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
火
曜
日
　
10
時
～

・
求
名
交
流
館
　

　
　
火
曜
日
　
10
時
～

・
山
崎
地
区
公
民
館

　
　
水
曜
日
　
９
時
30
分
～

・
虎
居
地
区
公
民
館

　
　
水
曜
日
　
９
時
30
分
～

・
屋
地
楽
習
館

　
　
木
曜
日
　
９
時
30
分
～

・
永
野
交
流
館
　

　
　
木
曜
日
　
13
時
30
分
～

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　

（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

が
ん
は
日
本
人
の
国
民
病
！？

が
ん
に
よ
る
死
亡
を

　
　
　
　

防
ぐ
た
め
に…

年
に
１
回
は
、
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う

がん検診受診率（男性）

がん検診受診率（女性）

第
１
位　

大
腸

第
２
位　

肺

第
３
位　

胃

第
１
位　

肺

第
２
位　

胃

第
３
位　

大
腸

が
ん
部
位
別
死
亡
者
数
（
全
国
）

が
ん
部
位
別
死
亡
者
数
（
全
国
）

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」

　

参
加
者
募
集

※

新
規

　

参
加
者
募
集

現
在
、

自
主
講
座
開
催
中
！

　
　

見
学
大
歓
迎
！！

※

新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
大
募
集

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」

　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

・
安
易
な
口
約
束
を
せ
ず
、
価
格
、
必
要
経
費
、

　

保
証
な
ど
書
面
で
確
認
し
契
約
は
慎
重
に
。

・
雑
誌
や
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
車
で
も
必
ず
自
分

　

の
目
で
確
か
め
て
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

・
信
頼
で
き
る
販
売
店
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

■
ほ
か
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
や
キ

ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル

ス
、
マ
ル
チ
商
法
な
ど
若
者
特
有
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
す
。
困
っ
た
ら
、
至
急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
「
受
入
家
庭
」
を
募
集
し
ま
す

修学
 旅行

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

研
究
会

・
事
務
局
＝
さ
つ
ま
町
役
場　

農
政
課

　

☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　

（
内
線
２
４
２
２
）

・
同
研
究
会
長　

山
下　

　

☎
０
９
０
（
９
６
０
６
）
１
２
８
０

修
学
旅
行
生
宿
泊
の

　
　
　
　

受
入
れ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

★
受
入
概
要

　
（
詳
細
は
、
申
込
み
時
に
）

・
主
に
県
外
の
中
学
校
・
高
校
の
修
学
旅
行

　

で
、
受
入
は
１
回
あ
た
り
３
〜
４
人
で
す
。

・
受
入
家
庭
に
は
、
受
入
費
用
（
１
人
４
，

　

５
０
０
円
、
別
途
体
験
料
）
が
支
払
わ
れ

　

ま
す
。

収穫体験収穫体験

収穫体験収穫体験

ピザ作り体験ピザ作り体験

全体での記念撮影全体での記念撮影

高
額
な
キ
ャ
ン
セ
ル
料
請
求
や
、
事
故
車

だ
っ
た
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

敷
金
精
算
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

か
か



３月子牛せり市結果　期日：３月11日(水)～12日(木） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

294644,312985,000396,896,000616合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対２月分）

めす 264 162,119,000 985,000 614,087 280 3,844円高値

304666,980911,000234,777,000352去勢 48,810円高値

29,663円高値

宮
之
城
町
史

鶴

田

町

史

鶴
田
町
郷
土
誌

５
，
０
０
０
円 

４
，
０
０
０
円

３
，
５
０
０
円

平
成
12
年

昭
和
54
年

平
成
17
年

郷
土
誌
名

金
　
　
額

（
税
込
み
） 

発
　
行

18広報さつま19 広報さつま

【こども図書館～えほんの森～】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202

　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　   　　   ☎53-1994 　

新着本

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　ＲｅａｄｉｎｇＬｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!

　ごはんを食べる前になんて言う？

基本のあいさつから、小学校で必要

な日常のことばまで、コミュニケー

ションの力を育むおはなし集。

４・５・６さいの
きもちをつたえる
ことばのえほん

逃げ水の七郎太

はなかっぱ
おともだちえほんシリーズ
おかあさんといっしょに

【屋地楽習館図書室】

かぶとむし
ランドセル

　はなかっぱたちはおかあさんと

コンサートに行きたいけれど、お

仕事で忙しいおかあさんもいま

す。みんなで一緒に行けるよう大

奮闘！

振り子
鉄拳 著

（小学館）
【一般書】

木坂 涼 監修 
（講談社）【児童書】

こけしのゆめ
チャンキー松本 作

いぬんこ 絵
（学研教育出版） 【絵本】

ふくべ あきひろ 作
おおの こうへい 絵

（PHP研究所）【絵本】

三沢 明郎 著　
（幻冬舎）【一般書】

【鶴田中央公民館図書室】

あきやま ただし 著
（KADOKAWA　メディアファクトリー）【絵本】

　子どもたちにもっと本を！との願いから、「こどもの読書週間」は1959年（昭和34年）にはじまりました。
　本を読むことは、子どもたちが言葉を学び、感性を磨き、想像力や表現力を高めるためにとても大切です。町図書室で
は、子どもたちが本に親しむための「きっかけ作り」として、期間中、以下の行事を開催します。ぜひご参加ください！

　これまで、屋地楽習館図書室とこども図書館～えほんの森～で土曜日に開催していた「おはなしの部屋」ですが、
平成27年４月から、以下のように開催日・時間を変更します。赤ちゃんから小学生までを対象にした、30分程度の
読み聞かせ会です。どうぞお越しください。

期間中、貸し出し１冊ごとに
スタンプを１つ押します。スタンプが

20個になったら、プレゼントと
 交換できます。（小学生以下が対象です）

大型えほんの読み聞かせや
パネルシアターの上演などを

予定しています♪　楽しいお話がたくさん
ありますので、ぜひお越しください！

　

本
町
に
は
、
約
２
４
０
箇
所
の
遺

跡
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡

内
や
、
隣
接
す
る
場
所
で
土
木
工
事

等
（
道
路
拡
張
、
個
人
住
宅
建
設
、

太
陽
光
発
電
所
（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
）
建
設
な
ど
）
を
行
う
場
合
は
、

遺
跡
が
壊
さ
れ
る
前
に
発
掘
調
査
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　

　

町
内
で
土
木
工
事
等
を
計
画
す
る

際
は
、
計
画
地
が
遺
跡
の
範
囲
内
や

隣
接
す
る
場
所
で
は
な
い
か
、
町
教

育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
場
合
は
、

次
に
示
す
（
１
）
〜
（
３
）
の
い
ず

れ
か
の
対
応
を
協
議
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
１
）
発
掘
調
査

①
試
掘
・
確
認
調
査
（
一
部
調
査
）

　

工
事
計
画
地
の
一
部
に
「
ト
レ
ン

チ
」
と
呼
ば
れ
る
小
規
模
の
溝
を
重

機
や
人
力
で
掘
り
、
ど
の
く
ら
い
の

深
さ
に
遺
跡
が
存
在
す
る
の
か
を
把

握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。
期
間
は
、

試
掘
で
１
日
か
ら
２
日
、
確
認
調
査

で
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

②
本
調
査
（
全
面
調
査
）

　

①
の
結
果
で
遺
跡
が
存
在
す
る
範

囲
が
分
か
っ
た
ら
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
工
事
は
調
査
終
了
後
の
着
工

と
な
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

工
事
と
並
行
し
て
実
施
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

（
２
）
工
事
立
ち
会
い

　

遺
跡
に
及
ぶ
影
響
が
少
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
教
育
委
員
会
の
職
員

が
着
工
時
に
立
ち
会
い
ま
す
。

（
３
）
慎
重
工
事

　

遺
跡
に
及
ぶ
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な

い
場
合
は
、
工
事
に
着
工
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
工
事
の
際
に
埋
蔵
文
化
財

が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
教
育
委
員

会
に
報
告
し
、
対
応
を
協
議
し
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

調
査
は
教
育
委
員
会
が
実
施
し
ま

す
。
試
掘
・
確
認
調
査
に
係
る
費
用

は
町
が
負
担
し
ま
す
が
、
本
調
査
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
本
調

査
の
経
費
は
、
原
則
事
業
主
の
負
担

と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会

　
　

社
会
教
育
課　

文
化
係

　

（
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　

さ
つ
ま
町
船
木
３
０
２
番
地

　

☎
（
53
）
１
７
３
２

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
歴
史

や
文
化
財
に
関
す
る
書
籍
等
を
販
売

し
て
い
ま
す
。　

１ 

郷
土
誌

　

『
薩
摩
町
郷
土
誌
』
は
、
売
り
切

れ
の
た
め
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

２ 

さ
つ
ま
の
古
木
名
木
百
選

　
　
　
（
平
成
24
年
発
行
）

　

さ
つ
ま
町
で
長
い
年
月
を
か
け
成

長
し
た
大
木
や
、
歴
史
を
と
も
に
歩

ん
で
き
た
名
木
１
０
０
選
を
１
冊
の

本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

１
冊　

５
０
０
円
（
税
込
み
）

３ 

歴
史
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
悠
久
　
ふ
る
さ
と

の
ロ
マ
ン
』
（
平
成
22
年
発
行
）　

　

旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
さ

つ
ま
町
の
歴
史
を
映
像
で
綴
り
ま
し

た
。
（
約
40
分　

解
説
書
付
）

　

１
枚　

１
，０
０
０
円（
税
込
み
）

■
購
入
方
法 

 　

　

窓
口
で
の
直
接
販
売
又
は
、
振
込

み
に
よ
る
遠
方
へ
の
発
送
も
行
い
ま

す
。
発
送
申
込
み
の
際
は
、
送
料
と

振
込
手
数
料
が
別
途
必
要
で
す
。

■
購
入
先
　
　

・
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー

　

（
社
会
教
育
課　

文
化
係) 　

　

☎
（
53
）
１
７
３
２

・
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー 

　

☎
（
52
）
３
３
４
０

・
鶴
田
中
央
公
民
館

　

 

（
鶴
田
教
育
係
）

　

☎
（
59
）
２
０
２
２

・
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

　

（
薩
摩
教
育
係
）

　

☎
（
57
）
０
９
７
０

古墳時代の土器 出土状況古墳時代の土器 出土状況

古墳時代の住居跡 調査状況古墳時代の住居跡 調査状況重機による表土剥ぎ重機による表土剥ぎ

４月23日～５月12日は「こどもの読書週間」です★

・スタンプ押印期間
　　４／２３(木)～５／３１（日）

・スタンプ押印期間
　　４／２３(木)～５／３１（日）

・スタンプカード配布期間
　　４／２３(木)～５／１２（火）

・スタンプカード配布期間
　　４／２３(木)～５／１２（火）

４月２５日（土）

午前１０時～（１時間程度）
４月２５日（土）

午前１０時～（１時間程度）

屋地楽習館　研修室屋地楽習館　研修室

「おはなしの部屋」が変わります！

《変更後の開催日時》・屋地楽習館図書室　　　　　 …毎月第２・４土曜日　午後２時～
　　　　　　　　　　・こども図書館～えほんの森～ …毎週日曜日（第３日曜日（休館日）を除く）午前11時～

※期間中、１人１枚 ・日時

・会場

埋
蔵
文
化
財
を

　
保
護
し
ま
し
ょ
う

★
書
籍
等
の
販
売

①

②

③

①郷土誌

②さつまの

　古木名木百選

③歴史ＤＶＤ「悠久

　ふるさとのロマン」

■
工
事
計
画
地
が
、

　
遺
跡
内
に
あ
っ
た
と
き
は

　
　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
　

この画像は
表示できません



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ ０９９６(５３)１１１１　ＦＡＸ ０９９６(５２)３５１４

心
配
ご
と
相
談
所

今
月
の
納
税
な
ど

軽
自
動
車
の
車
検
を

　
受
け
ら
れ
る
皆
様
へ

身
体
障
害
者
の
方
な
ど

に
対
す
る
軽
自
動
車
税

の
減
免
の
お
知
ら
せ

健
康
診
査
日
程
【
４
・
５
月
分
】

■
お
知
ら
せ

町
社
協
　
鶴
田
事
業
所

並
び
に
薩
摩
事
業
所
は

閉
鎖
し
ま
し
た

児
童
手
当
制
度
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

虎
居
河
川
敷
に
、
鯉
の
ぼ

り
を
あ
げ
ま
せ
ん
か
？
　

町
内
外
の
オ
ー
ナ
ー
募
集
！

■
募 

集

20広報さつま21 広報さつま

　　

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
ま
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
業
所
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
鶴
田

事
業
所
（
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
と
薩
摩
事
業
所
（
役
場
薩

摩
支
所
別
館
内
）
が
、
平
成
27

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
鎖
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
両
事
業
所
で
行
っ

て
い
た
業
務
は
全
て
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
は
、
宮
之
城
ひ

ま
わ
り
館
内
に
あ
り
ま
す
事
務

所
に
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
役
場
鶴

田
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
２
１

　

１
７-

１
（
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
内
）

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

１ 

目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等

に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

２ 

児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と

　 

が
で
き
る
方

　

町
内
に
居
住
し
、
中
学
校
修

了
前
（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
。

３ 

申
請
手
続
で
必
要
な
も
の

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

・
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請
者

の
健
康
保
険
証
の
写
し
又
は
年

金
等
加
入
証
明

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の

預
金
通
帳
又
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
の
写
し

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
の
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

４ 

児
童
手
当
の
月
額

児
童
１
人
に
つ
き

・
０
歳
〜
３
歳
未
満
の
児
童

　
　
　
　
　
　

１
万
５
千
円

・
３
歳
以
上
〜
小
学
校
修
了
前

ま
で
の
児
童　

１
万
円
（
第
３

子
以
降
は
、
１
万
５
千
円
）

・
中
学
生　
　

１
万
円

※
第
３
子
以
降
と
は
、
高
校
卒

業
ま
で
（
18
歳
到
達
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
の
養
育
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
３
番
目

以
降
で
す
。

・
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
方

　
　

５
千
円
（
当
分
の
間
）

〈
児
童
手
当
の
所
得
制
限
〉

　　

申
請
者
の
前
年
分
（
１
月
か

ら
５
月
分
ま
で
の
手
当
に
つ
い

て
は
前
々
年
分
）
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、

児
童
の
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
中

学
生
ま
で
の
児
童
１
人
に
つ
き

５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
申
請

者
の
前
年
の
収
入
か
ら
給
与
所

得
控
除
、
医
療
費
等
の
控
除
、

社
会
保
険
料
相
当
額
（
一
律
８

万
円
）
を
控
除
し
た
額
で
す
。

５ 

支
給
の
開
始

　

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
出
生
日
や

転
出
予
定
日
（
異
動
日
）
が
月

末
に
近
い
場
合
、
申
請
が
翌
月

に
な
っ
て
も
異
動
日
の
翌
日
か

ら
15
日
以
内
の
申
請
で
あ
れ
ば

申
請
月
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た

月
分
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

６ 

支
給
時
期

・
平
成
27
年
６
月
12
日
（
金
）

　

平
成
27
年
２
〜
５
月
分

・
平
成
27
年
10
月
９
日
（
金
）

　

平
成
27
年
６
〜
９
月
分

・
平
成
28
年
２
月
12
日
（
金
）

　

平
成
27
年
10
月
〜

　
　
　
　

平
成
28
年
１
月
分

７ 

現
況
届

（
１
）
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
現

況
届
（
６
月
１
日
現
在
で
受
給

者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
や
児

童
の
養
育
状
況
等
）
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
現
況
届
は
、
６
月
分
以

降
の
手
当
の
受
給
資
格
に
つ
い

て
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。

（
３
）
６
月
初
旬
に
受
給
者
の

方
へ
現
況
届
の
案
内
文
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

（
６
月
中
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

　

（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
４
１
１
４
）

・
薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
６
１
２
４
）

　　　

孫
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
、
川
内
川
河
川
敷

に
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
ま
せ
ん
か
？

　

鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
竹
の
オ

ー
ナ
ー
（
先
着
20
人
）
及
び
、

使
わ
な
く
な
っ
た
古
い
鯉
の
ぼ

り
を
譲
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
観
光
特
産
品
協
会

　

☎
（
53
）
０
５
２
５

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
８
生
）
健
診

　

４
月
15
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
８
生
）
育
児
相
談

　

４
月
17
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
２
生
）
健
診

　

４
月
22
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

５
月
１
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
１
生
）
歯
科
健
診

　

５
月
７
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
12
生
）
健
診

　

５
月
13
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
Ｈ
u
g
く
み
る
ー
む

（
２
か
月
児
と
マ
マ
の
た
め
の

育
児
相
談
）
（
Ｈ
27
．
２
生
）

　

５
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
〜

　

午
前
10
時
15
分
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

・
４
月
27
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ｂ
）

・
５
月
11
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ｂ
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

４
月
15
日
（
水
）

　

４
月
22
日
（
水
）

　

５
月
７
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

５
月
８
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

　
（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　

　　

今
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納

付
月
で
す
。

　

口
座
振
替
は
４
月
27
日（
月
）

で
す
が
、
事
務
処
理
の
都
合
に

よ
り
振
替
え
ら
れ
た
納
税
情
報

を
確
認
す
る
の
に
数
日
間
を
要

す
る
た
め
、
例
年
５
月
初
旬
に

車
検
を
受
け
ら
れ
る
町
民
の
皆

様
に
は
納
税
証
明
書
（
継
続
審

査
用
）
が
す
ぐ
に
発
行
で
き
な

い
な
ど
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
納
税
証
明
書

（
継
続
審
査
用
）
の
証
明
期
限

は
４
月
29
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
の
車
検
手
続

き
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
税
務
課　

町
民
税
係

　

（
内
線
２
１
１
２
）

　　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
及
び
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

や
、
身
体
障
害
者
等
の
方
が
利

用
す
る
た
め
に
構
造
変
更
さ
れ

た
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、

一
定
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間
・
受
付
時
間
等

　

平
成
27
年
４
月
13
日
（
月
）

〜
平
成
27
年
４
月
23
日
（
木
）

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
…
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

※
期
限
後
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
注
意
点

・
障
害
の
状
態
と
等
級
に
よ
っ

て
は
、
減
免
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
車
両
は
、
身
体
障
害
者
等
の

方
１
人
に
対
し
、
普
通
自
動
車

等
を
含
め
１
台
に
限
り
ま
す
。

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
う
ち
い

ず
れ
か
該
当
す
る
も
の
②
車
検

証
③
印
鑑
④
運
転
免
許
証
⑤
軽

自
動
車
税
納
付
書
（
納
付
す
る

前
の
も
の
）

　

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
細

か
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
税
務
課　

町
民
税
係

　

（
内
線
２
１
１
２
）

・
鶴
田
支
所　

税
務
係

　

（
内
線
４
２
１
４
）

・
薩
摩
支
所　

税
務
係

　

（
内
線
６
１
１
５
）

・
軽
自
動
車
税

【
納
期
限
４
月
30
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    89件

　運んだ人      85人

◆内 訳

　急　　病 46件 44人

　交通事故  5件  5人

　そ の 他 38件 36人

◆発生件数　　0件

２月の火災・救急情報
さつま町
10周年記念

日展鹿児島会
さつま展

日展鹿児島会
さつま展

４/２６(日）～５/8(金)午前９時～午後５時
会場：宮之城ひまわり館 観覧料

■お問い合わせ先 社会教育課 文化係
　☎（53）1111（内線2550）

扶
養
親
族

等
の
数

所
得
制
限
　

　
　
限
度
額

０
人

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人

６
２
２
万
円

６
６
０
万
円

６
９
８
万
円

７
３
６
万
円

７
７
４
万
円

８
１
２
万
円

無料



お
便
り
紹
介

平
成
28
年
歌
会
始
の

　
　
お
題
及
び
詠
進
要
領

年
金
相
談
（
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

■
募 

集

学
生
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
加
入
方
法

さつま町開催事業

・こども読書フェスティバル

■お問い合わせ先　
　社会教育課　文化係（内線2550）

11/ 1(日)

11/8(日)・郷土芸能祭
・ゆるきゃら＆大鍋フェスタ

22広報さつま23 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/4月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ ０９９６(５３)１１１１　ＦＡＸ ０９９６(５２)３５１４

日
の
さ
つ
ま
町
10
周
年
イ
ベ
ン

ト
に
伺
い
ま
し
た
。
「
未
来
の

さ
つ
ま
町
」
作
文
を
読
ん
で
、
子
ど
も

た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
う
気
持

ち
が
伝
わ
り
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
で
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
「
声
」
を

初
め
て
聞
き
ま
し
た
！
一
生
懸
命
踊
る

姿
を
見
て
、
ま
す
ま
す
フ
ァ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
国
民
文
化
祭
で
は
、
全
国
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
さ
つ
ま
町
に
集
合
す
る

そ
う
な
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　

（
さ
く
ら　

25
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
、
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
よ
る

ダ
ン
ス
は
、
可
愛
か
っ
た
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

成
27
年
成
人
式
「
中
学
校
対
抗

校
歌
歌
合
戦
」
で
薩
摩
中
４
連

覇
の
記
事
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
娘
も
息
子
も
薩
摩
中
出
身
！
少

な
い
人
数
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い
る
姿
、

誇
り
に
思
い
ま
す
。
（
今
も
昔
も
…
）

頑
張
れ
！
薩
中
生
！
ず
っ
と
続
け
て
ほ

し
い
連
覇
記
録
で
す
。

　
　
　
　
　

（
Ｒ
マ
マ　

53
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

校
歌
歌
合
戦
、
母
校
へ
の
思
い
を
胸

に
、
一
生
懸
命
歌
う
新
成
人
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。（
秘
書
広
報
係　
　

）

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
フ
ァ
ン
で
〜

す
。
最
近
は
グ
ッ
ズ
も
増
え
、

知
名
度
も
上
が
り
人
気
者
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
先

日
、
テ
レ
ビ
番
組
で
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
中

に
入
る
人
は
小
柄
な
女
性
が
多
い
と
伝

え
て
い
ま
し
た
が
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

も
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
女
性
だ
っ
た
ら

い
い
で
す
ね
。
と
言
う
の
は
、
中
に
男

性
が
入
っ
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
オ
バ

（
ア
）
さ
ん
に
近
寄
ら
れ
た
ら
後
ず
さ

り
し
た
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
た

め
ら
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
す
が
。

女
性
だ
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
安
心
し

て
ハ
グ
で
き
ま
す
♡
こ
れ
か
ら
も
癒
し

系
で
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て

る
よ
〜
！　

（
ゆ
き
み
ば
ぁ　

女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
は
み
ん
な
の
こ
と

が
大
好
き
だ
か
ら
大
丈
夫
で
す
。
見
か

け
た
ら
い
つ
で
も
ハ
グ
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ね
。　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

　

つ
ま
町
が
10
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
、
四
季
折
々
の
写
真
が
載

っ
た
フ
レ
ー
ム
切
手
が
で
き
た
と
の
記

事
（
３
月
号
）
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
町
は
本
当
に
四
季
が
豊
か
で
、
た

け
の
こ
・
梅
・
ホ
タ
ル
・
モ
ミ
ジ
な
ど

私
た
ち
の
目
や
舌
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
私
も
こ
の
機
会
に
も
っ
と
季
節

を
感
じ
、
二
十
四
節
季
を
勉
強
し
て
み

先平

さ さ

よ
う
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
ま
た
15

年
、
20
年
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
季
節

の
話
題
が
広
報
さ
つ
ま
を
通
し
て
感
じ

て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
え
い
た
あ
ゆ　

44
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

さ
つ
ま
町
は
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
町
で

す
。
10
周
年
切
手
は
、
役
場
本
庁
及
び

町
内
の
郵
便
局
で
販
売
し
て
ま
〜
す
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

の
故
郷
、
さ
つ
ま
町
に
住
ん
で

６
年
に
な
り
ま
す
。「
ひ
と
・
自

然　

元
気
か
が
や
く
さ
つ
ま
町
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
ど
お
り
に
、
四
季
折
々
を
十

分
に
実
感
で
き
る
広
報
紙
の
表
紙
写
真

と
裏
表
紙
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
お

気
に
入
り
で
、
６
年
分
を
保
存
し
て
お

り
ま
す
。
全
て
の
写
真
が
生
き
生
き
と

し
て
、
明
る
い
未
来
と
可
能
性
が
感
じ

ら
れ
毎
号
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

９
月
号
の
表
紙
写
真
が
入
選
と
の
結
果

に
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

ど
ん
な
さ
つ
ま
町
を
見
せ
て
頂
け
る
の

か
楽
し
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
カ

メ
ラ
マ
ン
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
宮
之
城
ば
あ
ば　

65
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
腕
を
磨
い
て
、
町
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

※
文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

夫

花

濵

　　
■
お
題
　
「
人
」

■
要
領

・
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短

歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ

き
）
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
職
業

（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。
（
一
人
一
首
ま
で
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
）

・
記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
し
て

く
だ
さ
い
。
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た

め
毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
代
筆
で
も
可
。
代
筆
者
の

住
所
及
び
氏
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進

歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。 

・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た

理
由
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
視
覚
障

害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
応
募
締
切　

９
月
30
日 

消
印
有
効

■
応
募
先

「
〒
１
０
０-

８
１
１
１　

宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
社
会
教
育
課　

文
化
係

　
　

（
内
線
２
５
５
１
）

　　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
の
『
移
動
年
金
相
談
所
』
を

開
設
し
ま
す
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書
類
を
事

前
に
川
内
年
金
事
務
所
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
と
委
任
を
受
け
た
方
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
免

許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
川
内
年

金
事
務
所
、
役
場
本
庁
町
民
係
、
各
支

所
町
民
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/n/w

w
w

/index.htm
l

・
川
内
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６　
　

　
　
　
　
　

※
自
動
音
声
案
内　

■
相
談
日
時
　

　

４
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場
　

　

役
場
本
庁
１
階　

相
談
室
Ｂ

■
申
込
期
日　

４
月
21
日
（
火
）

　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
学
生
納

付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
手
帳
、

学
生
証
を
お
持
ち
の
う
え
、
役
場
本
庁

町
民
係
、
支
所
町
民
福
祉
係
又
は
年
金

事
務
所
の
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
27
年
１
月
末
ま
で
に
学

生
納
付
特
例
の
申
請
を
さ
れ
た
方
に
は

申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ
る
方

で
平
成
27
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
ご

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　　

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
入
者
は
、

職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手

続
き
が
異
な
り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
ご

自
分
で
住
所
地
の
役
場
年
金
窓
口
で
行

い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
、
加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い

ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き
は
第

２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て

行
い
ま
す
。

　

勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
り
、
配
偶
者

の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
は
、
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
保
険
の
資
格
喪
失
連
絡

票
等
と
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
り
、
役
場
町
民
環
境
課
町
民
係
、
各

支
所
町
民
福
祉
係
で
お
手
続
き
く
だ
さ

い
。

■
年
金
相
談
の
申
込
み
・
国
民
年
金
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
環
境
課　

町
民
係

　

（
内
線
２
１
２
３
）

花

花濵



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年４月１日生

ちゃん新改 花奈

両親から一言

父　龍　二 さん

母　由　美 さん

し ん か い は な

小路下手公民会

毎日かわいい

笑顔をありがとう♥

広　告

２
日

　
　

３
日  

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　

９
日

　
　

　
　

10
日

　
　
11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　
14
日

　
　
15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

　
　

20
日

　
　
22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　
28
日

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

職
員
朝
会　

▽
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ　

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
号
生
中
継　

▽
当
初
予
算
町
長
復
活

Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
「
ズ
バ
ッ
と
！
鹿
児
島
」
生
出
演
（
鹿
児
島
市
）

木
原
晃
一
氏
旭
日
双
光
章
叙
勲
受
章
祝
賀
会

百
歳
到
達
者
祝
金
贈
呈
（
２
名
）

２
月
補
正
予
算
町
長
査
定　

▽
救
急
車
納
品
検
査

川
薩
地
区
税
務
協
議
会
通
常
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

高
齢
者
交
通
安
全
メ
リ
ッ
ト
抽
選
会　

日
置
市
・
曽
於
市
企
業
懇
話
会
及
び
さ
つ
ま
町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会
の
交
流
会

職
員
共
済
会
清
掃
奉
仕
活
動
（
国
道
３
２
８
号
）

宮
之
城
屋
地
区
元
気
健
康
ま
つ
り

来
客
対
応
（
鹿
児
島
銀
行
宮
之
城
支
店
長
〜
地
方
創
生
）　

北
薩
地
域
振
興
局
来
庁
（
北
薩
広
域
公
園
整
備
内
容
説
明
・
報
告
）　

「
り
ん
ご
の
お
酒　

フ
ィ
レ
ー
ル
」
試
飲
会

百
歳
到
達
者
祝
金
贈
呈
（
１
名
）　

▽
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
合
同
研
修
会

屋
形
船
運
航
関
係
機
関
・
団
体
検
討
会

二
渡
が
ら
っ
ぱ
ボ
タ
ル
の
会
総
会

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式　

▽
来
客
対
応
（
お
し
か
け
デ
ザ
イ
ン
鹿
児
島
実
行
委
員
会
）

さ
つ
・
長
・
湧
水
連
絡
会
議
（
湧
水
町
）

職
員
朝
会　

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
さ
つ
ま
町
10
周
年
」
贈
呈
式

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

中
種
子
町
・
青
森
県
鶴
田
町
表
敬
訪
問
対
応　

▽
関
西
さ
つ
ま
会
祝
金
受
入
式

さ
つ
ま
町
10
周
年
記
念
前
夜
祭
交
流
会
（
中
種
子
町
、
鶴
田
町
、
関
東
・
関
西
・
鹿
児
島
市
さ
つ
ま
会
）

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
寄
付
金
受
入
式

さ
つ
ま
町
10
周
年
記
念
式
典
・
町
民
大
会

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
知
事
要
望
（
鹿
児
島
市
）

来
客
対
応
（
中
国
安
吉
県　

張
培
新
夫
妻
）　

▽
町
国
保
運
営
協
議
会

来
客
対
応
（
鹿
児
島
地
方
気
象
台
長
外
）　

▽
町
水
道
運
営
委
員
会

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
議
員
全
員
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

県
下
一
周
・
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
川
薩
地
区
チ
ー
ム
合
同
解
散
式
（
薩
摩
川
内
市
）

町
土
地
開
発
公
社
理
事
会　

▽
防
災
ヘ
リ
試
乗
（
川
内
川
流
域
）　

▽
三
役
調
整
会
議

課
長
会
〜
創
生
本
部
設
立　

▽
家
族
経
営
協
定
調
印
式　

▽
役
場
Ｏ
Ｂ
会

春
の
火
災
予
防
訓
練
式　

▽
さ
つ
ま
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

議
会
全
員
協
議
会　

▽
平
成
27
年
度
当
初
予
算
記
者
発
表　

▽
職
員
団
体
交
渉

来
客
対
応
（
上
下
大
迫
地
区
用
水
路
建
設
計
画
〜
地
区
役
員
代
表
）　

▽
異
業
種
交
流
会

南
日
本
放
送
訪
問
（
さ
つ
ま
町
ふ
る
さ
と
ウ
ィ
ー
ク
放
映
お
礼
）　

市
町
村
長
研
修
会　

▽
県
町
村
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
大
会　

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
合
せ
会
・
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

３
月
定
例
議
会
開
会　

▽
来
客
対
応
（
九
州
電
力
鹿
児
島
支
店
長
）

全
国
市
町
村
職
員
組
合
連
合
会
総
会
（
東
京
都
）

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
さ
つ
ま
町　

プレゼント

24広報さつま25 広報さつま

２
月
16
日
～
３
月
15
日
届
出
分
（
10
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

日　

展

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

きりとり線

２
月
16
日
～
３
月
15
日
届
出
分
（
24
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お便りをお寄せくださった方
の中から、５人にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちして
おります♪

をトートバッグトートバッグ

読者
さつまるちゃん

差し上げます！

【応募締切】

  4月24日(金)消印有効

プレゼント

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原　

純
夫

※色は選べません

町長の動静 （平成27年２月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

中
村
ヤ
ヱ
子
　
88
　
熊
田

大
迫
ク
ミ
エ
　
92
　
柊
野
中
間
下

堀
之
内
勝
彦
　
85
　
五
日
町

宮
脇
惠
美
子
　
68
　
上
向

犬
童
　
則
江
　
81
　
戸
子
田

坂
元
　
フ
ニ
　
92
　
下
平
川

上
之
園
節
子
　
82
　
広
瀬

松
山
　
正
行
　
96
　
さ
つ
ま
園

下
大
迫
ア
ヤ
子
91
　
上
下
大
迫

宇
都
　
サ
ミ
　
82
　
大
畝
町

前
原
　
清
　
　
90
　
新
町

前
畑
　
勝
清
　
78
　
大
願
寺

山
下
　
景
光
　
89
　
上
仲
町

汐
満
　
修
二
　
60
　
湯
之
元

三
腰
　
光
子
　
88
　
泊
野
高
峰

富
永
　
勝
廣
　
66
　
二
渡

平
江
　
政
美
　
78
　
高
嶺

内
囿
　
豊
子
　
87
　
山
崎
麓

福
岡
　
龍
己
　
89
　
轟
原

上
　
隆
雄
　
　
88
　
あ
な
が
わ

湯
下
　
正
美
　
88
　
紫
尾
上

市
野
　
二
美
　
89
　
山
崎
麓

須
納
瀬
昭
男
　
87
　
ほ
た
る

黒
鳥
オ
ワ
イ
　
99
　
黒
鳥

岸
良
　
遥
香
　
　 

龍
樹
　 

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

栗
山
琥
太
郎
　
　 

勝
己
　 

船
木
東

前
野
　
祷
志
　
　 

駿
介
　 

川
原
町

田
中
　
結
　
　
　 

圭
一 

　
町
頭

伊
藤
頼
之
介
　
　 

亮
　
　 

天
神

小
丸
　
凜
華
　
　 

寛
太 

　
湯
田
原

黒
木
　
杏
香
　
　 

賢
一
　 

屋
地
馬
場

中
野
　
薫
実
　
　 

将
吾 

　
白
男
川

川
畑
穂
乃
果
　
　 

勝
裕
　 

東
湯
田
原

小
坂
　
結
花
　
　 

祥
平 

　
求
名
町

女 男 男 女男女女女女 女

く

る

み

な

か

の

ほ

の

か

か
わ
ば
た

ゆ

な

こ

さ

か

き

し
ら

は

る

か

ゆ
い

た

な

か

り

ん

か

こ

ま

る

よ
り
の
す
け

い
と

う

と

う

し

ま

え

の

く

ろ

き

き
ょ
う
か

こ

た

ろ

う

く
り
や
ま

さつま de Wedding festival 開催
主催：さつま町青年団 共催：商工会青年部・enjoinさつま・農業青年クラブ

日時：５月16日（土） 12:00～17:00　場所：北薩広域公園

■詳しくは、さつま町青年団の
　Facebook又はさつま町
　青年団ブログをご覧ください。

広　告

薩摩郡医師会病院診療案内 (H27.4.1～)

  ※50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が3,150円で、受診
　できます。（要予約）　　担当：平城(℡：0996-53-0326)

診療科

内　科 神 野
廣 重

神 野
廣 重

神 野
廣 重

本 坊

大塚

本 坊

大塚
（内視鏡）

大塚
（内視鏡）

海江田 海江田 海江田

林 田 内 匠林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

福 岡

大塚

早 川

倉 元

堀之内
(第2・第4)

大塚
(第2・第4)

廣 重 神 野

花 田 花 田 花 田 大学神経内科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

・新垣　隆さんによるグランドピアノ演奏

・ステージショー（薩摩剣士隼人ショー等）

・縁結び　縁JOY婚活（さつまde郷コンコラボレーション）　　　　

・飲食ブース（みやんじょdeちょいのみコラボレーション）など

内容

お知らせ



人人
夢夢

広
報
さ
つ
ま
４
月
号

№
1
2
1

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

〔
メ
ー

ル
ア

ド
レ
ス
〕

h
ttp

://w
w
w
.satsu

m
a- n

e
t.jp

so
- h

isy
o
ko

h
o
@
satsu

m
a- n

e
t.jp

編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
）

平
成

2
7
年

４
月
２
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
５

５
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

福岡 由梨愛
ふ く お か ゆ り あ

さん
山崎小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,570人（ -34人） 

　男　　10,470人（ -16人）

　女　　12,100人（ -18人）

    世帯数　9,690世帯

転入    32人　転出　  43人

出生　  13人　死亡    36人

 （平成27年３月１日現在）

     （　）は前月対比

だれにでもやさしい養ご学校の先生
　私の今の夢は、養ご学校の先生になることです。そのきっかけは、
私のお姉ちゃんの養ご学校に行ったときからです。それは、私たち
と同じように体を動かしたり、友達とのふれあいをしたりして、が
んばっているのは私たちだけではないのだと知ったからです。
　本当になれるかは、まだ分からないけど、今、私はいろんな人と
話したり、ふれあったりして、人にやさしくしなければいけないと
思っています。これから、このことを心がけて、養ご学校の先生に
なりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

４　月

５　月

４　月

５　月

5日

12日

19日

26日

29日

立志病院

薩摩郡医師会病院

海江田医院

宮之城病院

小緑内科

５５－９１１９

５３－０３２６

５３－０００６

５３－０１８０

５２－１６７６

5日

12日

19日

26日

29日

フタヤ薬局

青空薬局

タバタ薬局

ふなき薬局

とどろ薬局

５９－２０３３

 ５２－０１０１

２１－３３４４

２９－３２８１

５２－２５２５

☎

☎

☎

☎

☎

3日

4日

5日

6日

10日

ヘルシー薬局

きりん薬局

みやんじょ薬局

やまだ薬局

青空薬局

２１－３７３９

５２－２０３３

５２－４６５０

５２－４５８５

５２－０１０１

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

3日

4日

5日

6日

10日

溝口整形外科

さくらクリニック

木原医院

稲津病院

薩摩郡医師会病院

５２－４６６８

５３－１４５１

５２－２７００

５２－３３５５

５３－０３２６

☎

☎

☎

☎

☎
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